
　博物館の仕事と聞いて、多くの皆さんがまずイメー

ジされるのは特別展や企画展などの展覧会かもしれ

ません。私たちの博物館も、できるだけ多くのお客

様に楽しんでいただけるよう、質が高く魅力的な展

覧会の企画と運営に日々努めています。

　しかし、博物館の仕事はそれだけではありません。

まず、当館の専門分野に関わる資料を収集し、調査

し、その価値を明らかにしておくこと。そして、収

集した貴重な資料が損なわれないよう保存していく

こと。これらは、一般のお客様からは見えづらい「水

面下の仕事」ですが、博物館本来の重要な使命です。

華やかな展覧会も、実は、そうした地道な仕事の積

み重ねに支えられています。

　歴史と民俗の博物館は、これからも資料収集、調

査研究、資料保存という博物館の使命をしっかりと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

果たす中で、「埼玉ならではの価値」を見出し、広く

発信してまいります。　　

　　　　　　　　　　　　　　（館長　書上　元博）

新館長あいさつ

本物の持つ力

「埼玉ならではの価値」を調べ、保ち、広める
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　奈良時代の霊
れ い

亀
き

2 年 (716)、駿河国、甲斐国、相

模国、上総国、下総国、常陸国、下野国 7 ヶ国に暮

らしていた 1799 人の高
こ ま び と

麗人が、現在の飯能市、日

高市及び鶴ヶ島市を中心とする地域に移住し、高
こ

麗
ま

郡
ぐ ん

が設置されました。平成 28 年（2016）年は建郡

から 1300 年を数える節目の年です。

　特別展では、考古資料や歴史資料を中心に古代高

麗郡の実像を示し、その歴史が現在までどのように

語り継がれてきたのかを明らかにします。

高麗人の故郷と渡来人の足跡

　高麗人たちの故郷、高句麗は、現在の中国北東部

吉林省集
しゅうあん

安周辺から朝鮮半島北部に勢力を広げた国

です。４世紀には新羅、百済と並んで三国時代の朝

鮮半島を治めていました。最も高句麗が盛隆を誇り、

勢力を拡大したのは、広
こ う

開
か い

土
ど

王
お う

( 好
こ う た い

太王
お う

) の時代で

す。広開土王の業績は、高句麗王の系譜、王墓の墓

守規定とともに息子長
ちょう

寿
じ ゅ

王
お う

によって集安の高さ約６

m の石碑に残されています。今回展示する広開土王

碑墨
ぼ く ほ ん

本 ( 高麗神社所蔵 ) は、原石から拓本したもの

ではありませんが、６m を超える巨石に対する人々

の関心と興味が詰まった資料といえます。

　古墳時代以降、高句麗をはじめ朝鮮半島諸国から、

数多くの人々が日本列島へ渡来しました。先進的な

知識と技術を携えた彼らの足跡が東国にも残ってい

ます。金、銀、金銅製装身具は、5 世紀から 6 世紀

にかけて朝鮮半島で発達し、それ以降日本各地に伝

来します。川越市牛
う し

塚
づ か

古墳出土金銅製指輪もその一

つです。重要文化財の酒
さ か ま き

巻 14 号墳出土人物埴輪の

様相は、高句麗古墳壁画に描かれた人々に共通しま

す。埴輪と壁画の製作年代には隔たりがありますが、

古墳時代における日本列島と朝鮮半島の繋がりを示

しています。

　

　７世紀になると、『日本書紀』には渡来人の東国

移配記事が度々記されます。中でも下野国では、西
に し

下
し も

谷
や

田
た

遺跡出土の新羅土器や、新羅の影響を受けた

とされる日本三古碑の那
なすのくにのみやつこのひ

須国造碑など、記事の内容

を示す資料が数多く確認されています。また、上野

国多
た ご

胡郡は、多胡碑の羊や、多胡吉志、吉井連など

渡来系氏族の存在、韓
か ら し な

科郷など渡来人の郡として置

かれたと考えられています。多胡郡建郡から５年後、

８世紀前半の政策下で、武蔵国に高麗郡が置かれる

ことになります。

舞
ぶ よ う

踊塚
づか

舞
ぶ よ う

踊図
ず

( 画像提供 : 高句麗会 )

酒巻 14 号墳出土人物埴輪 ( 行田市郷土博物館所蔵 )
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古代高麗郡と高麗郡出身の官人高倉福信

　高麗郡建郡に際し、東国７ヶ国の高麗人が移住し

たとされますが、飯能市堂
どう

ノ
の

根
ね

遺跡の住居跡から８

世紀初めの常陸国産の須恵器が出土し、実際に常陸

国から人々が移住したことが証明されています。

他にも郡域内では、高麗人の生活や文化を示す、東

国での出土例が希少な王
おう

神
じん

遺跡出土の鳥形硯、郡内

３ヶ所の寺院に葺かれた瓦など、貴重な考古資料が

出土しており、特別展ではその一端を紹介します。

 高麗郡は律令国家の中心で活躍した人材も輩出して

います。中でも高
たかくら

倉福
ふく

信
しん

は、地方出身者としては異

例の従三位にまで出世した人物です。福信は 81 歳で

亡くなるまでに武蔵守に３度任命されています。２

度目の着任時は、造
ぞう

宮
ぐう

卿
きょう

( 平城宮の造営・修理を司る

長官 ) との兼務でしたが、同時期に武蔵国分寺では平

城宮系軒先瓦が採用されており、注目されます。

高麗若光

　高
こ ま

麗若
じゃっこう

光は、天智５年 (666)、高句麗の使者 ( 玄武

若光 ) として来日し、母国の滅亡により列島に留まっ

たとされています。その後大宝３年 (703) に「高
こ

麗
まの

王
こきし

」姓を賜りますが、以降国史には登場しません。

しかし、没後は高麗神社の御祭神として祀られ高麗

郡の人々の信仰の対象となりました。また、若光の

晩年の姿から高麗神社を白
しら

鬚
ひげ

明
みょうじん

神と称したとする伝

承も残ります。入間川以西には白鬚神社が 30 社以

上所在し、その分布から白鬚明神信仰が高麗神社周

辺に限らず、各地域で現在まで受け継がれているこ

とがわかります。

　さて、『箱
はこ

根
ね

山
さん

縁
えん

起
ぎ

并
ならびに

序
じょ

』には若光とされる「和光」

の名があります。特別展では、高麗郡建郡記事を記

す『相
さ

模
がみの

国
くに

鶏
けい

足
そく

山
さん

高
こう

麗
らい

寺
じ

略
りゃく

縁
えん

起
ぎ

』と合わせて相模国

における若光の足跡も紹介します。

語られる高麗郡・記憶の浮上

　高麗郡の古代史は江戸時代後半から、地域のなか

で強く意識されるようになります。文政期には江戸

幕府が編纂した地誌『新
しん

編
ぺん

武
む

蔵
さし

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』で高麗郡

の設置や高麗神社・聖天院の神宝・寺宝について述

べられ、また同じ頃から地域の村役人層などが歴史

研究に取り組み始めます。近代には行政区としての

高麗郡は消滅しますが、その歴史は時代状況のなか

で、朝鮮半島と日本の歴史的な関係を示すものとし

て注目され、多くの人々が訪れました。ここでは地

域に残る古文書などで、そうした近世・近代におけ

る古代高麗郡の「記憶の浮上」をあとづけます。

         ( 展示担当宮原正樹・埼玉県立文書館佐藤美弥 )

大
おおでら

寺廃
は い じ

寺出
しゅつど

土鬼
おにかわら

瓦 ( 日高市教育委員会所蔵 )

箱根山縁起并序 ( 箱根神社所蔵 )

法
ほうりゅうじ

隆寺献
けんもつ

物帳
ちょう

模
も こ く

刻（慶應義塾大学文学部古文書室所蔵）

（福信自署部分拡大）
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　５月 14 日（土）から７月３日（日）まで当館季

節展示室で「新収集品展 2014・2015」を開催し

ています。この「新収集品展」は、過去２年間に

当館へ寄贈いただいた資料と購入した資料を紹介

するものです。

　当館は昭和 46 年（1971）に埼玉県立博物館と

して開館以来、埼玉県の人々のくらしと文化に関

わる歴史・民俗・美術工芸などの資料を積極的に

収集・保管し、館有資料の充実を図ってきました。

　開館 50 年となる節目の年を５年後に迎えようと

する現在、収蔵資料は 12 万点を超え、寺社などか

らお預かりしている寄託資料も含めると膨大な資

料数となっています。その収蔵資料は、主に寄贈

と購入資料からなり、中でも重要な部分を占めて

いるのが、開館以来 300 名を超える方々から寄贈

いただいた品々となっています。

　本年の展示では、平成 26・27 年度に 19 名の方

から寄贈いただいた 16 件 785 点、古書店などか

ら購入した 29 件 64 点の資料のうち、歴史資料や

古美術資料の優品を公開しています。以下に今回

展示している主な資料を御紹介いたします。

紺
こ ん い と

糸毛
け び き

引威
おどし

二
に ま い

枚胴
ど う

具
ぐ そ く

足（Ｈ26年度寄贈）

　三河国出身の

旗本加藤家に伝

来した江戸中期

の作と考えられ

る甲冑で、袖や

籠手を欠失して

います。同家は、

徳川家康の江戸

入 府 に 従 っ て

比
ひ き

企郡（現在の

滑
な め が わ ま ち

川町羽
は ね お

尾付近）

などに領地を得、

西 の 丸 御 目 付、

日光奉行等を務

めました。

絹
け ん ぽ ん

本着
ちゃくしょく

色　芭
ば し ょ う

蕉翁
お う

図
ず

（Ｈ27年度購入）

　江戸時代中

期に活躍した漆

工・絵師・俳
は い か い

諧

師
し

である小川

破
は り つ

笠の作となる

近世絵画です。

破笠は、松尾芭

蕉の門下である

ことから、芭蕉

を描いた作例も

複数確認されて

います。本作品

は、上空にホト

トギスが描か

れることから

初夏の場面を描いたものとわかります。

武
ぶ し ゅ う

州岩
い わ つ き

槻城
じょう

図
ず

（Ｈ26年度購入）

　岩槻城を中心として、写真右下の北西から写真

左の南東にかけて天然の要害となる元荒川が、西

から南には城下町が色分けして描かれた絵図です。

題箋には「武州岩槻大岡主膳正城図」と記され、

18 世紀半ばの大岡氏統治時代の縄張りを描写した

ものと考えられます。上部が化粧断ちされていて、

凡例の部分が失われています。

新収集品展2014・2015
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　御日待講

とは、集落

の人々が輪

番で決めら

れた当番の

家に集まっ

て無病息災

などの祈願

をしながら

日の出を待

つ祭事。本

資 料 群 は、

旧関村（現

在の美里町

関）不動院

に明治 43 年（1910）から伝わってきたもので、

写真の絵画の他に、袈裟、順番（当番）表などが

あります。

渡
と べ い

米実
じつぎょうだん

業団感
か ん し ゃ ぶ ん

謝文草
そ う こ う

稿（Ｈ27年度寄贈）

　明治 42 年（1909）、渋
し ぶ さ わ

沢栄
え い い ち

一を団長とする渡米

実業団約 50 名が、アメリカの太平洋岸から大西洋

岸までの 25 州、60 都市を３カ月にわたり視察を

しました。帰国した翌年、西陣織の感謝状を商工

会議所、学校などの視察先に贈呈しましたが、本

資料はその感謝状の草稿とみられます。京都高島

屋に製作を依頼した西陣織の感謝状のひとつが、

東京都北区にある渋沢史料館に残されています。

　

　

　写真の「アメリカへ行ったお人形の日記」は、国

内で３冊しか現存が確認されていない「幻の本」で、

文部省学務局長もつとめた関
せ き や

屋龍
りゅうきち

吉が記した旅行記

です。序文は渋沢栄一の文章で、渋沢史料館に原稿

が残されています。他に渋沢がアメリカへ送った答

礼人形「ミス東京府」と「ミス栃木県」の２体が 1

枚に収められた白黒写真があります。

宮
み や ざ わ

澤章
し ょ う じ

二関係資料680点（Ｈ27年度寄贈）

　北埼玉郡三
み た か や

田ヶ谷村（現在の羽生市）出身で本県

を代表する詩人の一人でもある宮澤章二に関連した

資料です。主なものとして、写真の中島飛行機（富

士重工業の前身）関係資料や戦前から戦後の刊行パ

ンフレット・絵葉書・徽章類などがあります。文筆

活動に関わる直筆原稿等の資料は、桶川市のさいた

ま文学館へ寄贈されています。

　　　　　　　　

                           

　　　　　　　　  （資料調査・活用担当　中山浩彦）

御
お ひ ま ち

日待講
こ う

関連資料８点（Ｈ27年度寄贈） 日米友情人形交流関係資料２点（Ｈ27年度)寄贈）
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　みなさんは、高
こ う く り

句麗という国をご存じですか？

　高句麗は現在の中国東北部から朝鮮半島北部に

あった国で、紀元前 37 年の建国と伝えられ、668

年に唐
と う

と新
し ら ぎ

羅の連合軍により滅ぼされました。

　朝鮮半島では、高句麗・百
く だ ら

済・新羅という３つの

国が覇権を争い、新羅が 676 年に朝鮮半島を統一す

るまで、長い間対立する時代が続いていました。

　朝鮮半島の動乱は当時の日本と無縁ではなく、日

本列島には朝鮮半島から多くの人々が渡ってきまし

た。

　東国に関しては、『日本書紀』に、天智天皇 5 年

（666）から持統天皇 4年（690）にかけて、朝鮮半島

からの渡来人を武蔵・常
ひ た ち

陸・下
し も つ け ぬ

毛野などの各地に置

いたという記事があります。

　その後、霊
れ い き

亀 2 年（716）になると、武蔵国に高

句麗の人々が移住し高麗郡が建てられました。

　この高麗郡出身者で、奈良時代から平安時代に

かけて活躍した人物に、高麗（のち、高倉に改姓）

福
ふ く し ん

信という人物がいます。

　福信は地方豪族出身者としては異例の出世を果た

した人物で、延暦 8 年（789）に 81 歳で亡くなり

ました。

　『続日本紀』に載る福信の略伝によると、福信の

祖父・福
ふくとく

徳は、高句麗滅亡の際に日本に渡来し、武

蔵に住んだと記されています。

　逝去した 789 年から逆算すると、福信は 708 年

頃に武蔵で生まれ、祖父福徳の代から武蔵の地に居

住した渡来３世であったことがわかります。

　また、略伝では、福信は幼少の頃に武蔵国から都

にのぼり、都の道辻で同輩と戯れて相撲を取ってい

たところ、その巧みな技が評判となり、朝廷にまで

聞こえて出仕することになったとも伝えています。

　まさに高句麗の騎馬民族の血を引き継ぐ福信とい

う人物を、端的に表したエピソードといえるでしょ

う。

　朝廷に出仕してからの福信は、徐々に武官として

の才能を発揮し、その後も要職を歴任しましたが、

延暦 4 年（785）に桓
か ん む

武天皇に申し出て、すべての

職を退きました。

　では、高麗氏一族の中で、福信だけが突出した才

能を持った人物だったのかというと、そうではあり

ません。

　親族のなかには、漢文学者で現在の大学教授クラ

スだった人、東大寺で写経や大仏建立に携わった人、

遣唐使の一員だった人もいました。

高麗氏一族は武芸だけでなく、漢学や学問、最新の

技術、外交にも長けた人物を輩出するような家柄

だったのです。

　高句麗の血を引く渡来人が、武蔵の地、そして高

麗郡の地に住んでいたということは、この地域にど

のような影響を及ぼしたのでしょうか。

　渡来人の持つ高度な技術、最先端の思想や文化は、

この地域の水準を引き上げ、引いては地域の発展に

大きく寄与したと考えられています。

　

　さて、今夏、当館では、特別展「高麗郡 1300 年ー

物と語りー」（7 月 16 日～ 8 月 31 日）を開催しま

す。　古代寺院に関する出土遺物、高麗神社の神宝

や地域に残る古文書をはじめ、様々な資料を網羅し

て、高麗建郡の実像と、語り伝えられてきた歴史に

迫ります。

　普段見ることのできない貴重な資料を多数展示し

ますので、ぜひこの機会をお見逃しなく！

　　　　　　　　　　　　（企画担当　加藤かな子）

歴史のしおり 74

　　高句麗の人々と武蔵

高句麗からの渡来人高麗若光を祀る

高麗神社（日高市）
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　埼玉県立歴史と民俗の博物館には約 12 万点を超

える資料が所蔵されており、このうち 1,800 点あま

りが常時展示されています。どれも現在まで大切に

まもり伝えられてきた文化財であり、未来に引き続

き伝えていくべきものでもあります。それなら収蔵

庫の奥にずっとしまっておけばいいじゃないか、と

思う方もいらっしゃるかもしれません。ですが、文

化財を “ 伝える ” ということは、できるだけ多くの

方にご覧いただいてこそのものであり、それは常に

後世に語り継いでいくことでもあるのです。

　それを体現するのが、ズバリ展示替えです。当館

では、所蔵する文化財をできるだけ多くみなさまに

ご覧いただくために定期的に展示替えが行われてい

ます。そして、それは当館の業務の中でも重要な仕

事の一つです。学芸員はみな細心の注意を払って取

り組んでいます。今回はそんな現場の裏側を、常設

展示４室 ( 美術展示室 ) での展示替えを例に少しだ

けご紹介いたします。

　例えば美術展示の

定番である掛軸の取

り扱いです。まかり

間違っても誰かとお

しゃべりをしつつよ

そ見をしながら扱っ

てはなりません。展

示期間が終わってし

まう際は慎重に、髪

の毛 1 本も、息のひ

とつも画面にかからないほどに細心の注意を払って

静かに巻き上げていきます。（写真１）

　また、新しく展示する掛軸を懸ける際も同様です。

軸を懸けるフックに手が届かない場合は「矢
や

筈
は ず

」と

いう専用の道具を使用して慎重に懸けます。

（写真２）

　このように、時には特

別な道具を適確に使用し

ながら、大事に作品を

扱っています。それもこ

れも文化財を常に良い状

態でみなさまにご覧いた

だく（＝伝える）ためな

のです。

　ところで、最近個人的

にイチオシする資料が丸
まるもんちらし

紋散

象
ぞ う が ん

嵌鐙
あぶみ

です（この作品の展示は 6 月 12 日までです

･･･。ごめんなさい）。銀の象
ぞ う が ん

嵌が施された外側のデ

ザインのきらめきと、螺
ら で ん

鈿と朱
し ゅ

漆
うるし

による内側の市
い ち ま つ

松

模
も よ う

様がたいへんモダンで美しい逸品です。その美し

さをいかにみなさまにお伝えするか、それも学芸員

の腕の見せ所です（写真３）。

　ライトの当て方一つ変えるだけでも、作品の印象

はがらりと変わります。例えば本作品の場合は、漆

のつやを照明によってどのように適切に調整するか

が難しく、その色合いやかたちを最も美しく見せる

ための工夫が欠かせません。

　文化財をまもり伝えるための学芸員の努力を、そ

の作品が持つ歴史に思いを馳せながら、ぜひ当館に

足を運んでその目で確かめてみてください。

　　　　　　　　　　　　（展示担当　西川真理子）

（写真１）

（写真２）

（写真３）

学芸員ノート

文化財をまもり伝える
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■特別展「高麗郡１３００年 - 物と語り -」を、７月１６日 ( 土 ) ～８月３１日 ( 水 ) まで開催します。 

歴史と民俗の博物館イベント情報(7月～9月) 埼玉県のマスコット
コバトン

1 日（金）特別体験「藍染めストール作り」

2 日（土）特別体験「藍染めストール作り」

裏方探検隊

9 日（土）裏方探検隊

10 日（日）民俗芸能講習会

16 日（土）特別展「高麗郡１３００年－物と語り－」

オープン   サムルノリの公演

裏方探検隊

17 日（日）特別展展示解説、民俗芸能講習会

23 日（土）裏方探検隊

24 日（日）民俗芸能講習会

26 日（火）ジュニア博物館講座

歴史展示「医術と好古－小室元長」

オープン

30 日（土）特別展記念講演会①、裏方探検隊

31 日（日）特別展展示解説、民俗芸能講習会

10 日（土）特別展展示解説

13 日（土）裏方探検隊

14 日（日）納涼映画会、裏方探検隊

17 日（水）特別展展示解説

20 日（土）特別展記念講演会②、裏方探検隊

27 日（土）裏方探検隊

28 日（日）特別展展示解説

31 日（水）特別展展示解説

6 日（土）歴史民俗講座、裏方探検隊

7 日（日）民俗芸能講習会

3 日（土）裏方探検隊

6 日（火）季節展示「都うちわ」オープン
 美術展示「詩歌の美」オープン

10 日（土）裏方探検隊　

17 日（土）裏方探検隊
24 日（土）民俗工芸実演「都うちわ」

裏方探検隊

※館内消毒のため９月 13 日（火）は臨時休館

   イベントは事情により変更になる場合があります。

     また、事前に申込みが必要なものもありますので、

    詳細はお問い合わせください。

7 月 1日 ( 金 ) から 8月 31 日 ( 水）の間は開館
時間を９：００〜１７:００に延長します。
(入館は１６：３０まで )


